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【
お
問
い
合
わ
せ
】
那
覇
市
文
化
協
会　
☎️
８
６
１・
１
９
０
９

う
ぇ
ー
か

親
類
・
親
戚
。「
遠と

ぅ
ーさ

る　
親う

ぇ
ー
か戚

や
か　
近ち

か
さ
る　
隣

と
ぅ
な
い」

は
、
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
所
の
他
人
が
頼
り
に
な
る
と

い
う
意
味
の
こ
と
わ
ざ
。

那
覇
市
歴
史
博
物
館
（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
10
時
～
19
時　
木
曜
休
館

観
覧
料　
一
般
３
５
０
円
（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
９・５
２
６
６

　
沖
縄
戦
後
、那
覇
に
隣
接
す
る
真
和
志
地
域
は
、

那
覇
市
や
他
町
村
か
ら
の
移
住
者
が
増
え
、
こ
れ

ま
で
の
純
農
村
地
域
か
ら
住
宅
地
へ
と
変
貌
し
て

い
き
ま
し
た
。
１
９
５
０
年
に
は
劇
場
や
料
理
屋

が
軒
を
並
べ
る
栄
町
市
場
が
造
ら
れ
、
繁
華
街
も

形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
沖
縄
の
首
都
と
し
て
都
市
計
画
を
進
め

て
い
た
那
覇
市
に
と
っ
て
、市
域
拡
大
は
絶
対
で
、

近
隣
市
村
と
の
合
併
が
急
が
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

真
和
志
村
は
、｢

二
市
二
村
同
時
合
併
は
那
覇
市

の
財
政
を
過
度
に
圧
迫
す
る
危
険
が
あ
る
。
す
で

に
経
済
的・地
理
的
に
不
離
一
体
で
あ
る
那
覇・真

和
志
の
一
市
一
村
か
ら
段
階
的
に
合
併
す
べ
き｣

と
主
張
。
対
等･

編
入
と
い
う
問
題
も
絡
ん
だ
た

め
、
１
９
５
３
年
、
真
和
志
村
は｢

市｣

に
昇
格

し
、
人
口
６
万
人
の
沖
縄
第
二
の
都
市
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
真
和
志
市
は
二
市
合
併
に
固
執
し
、

結
果
的
に
は
１
９
５
４
年
９
月
１
日
に
那
覇
市
と

首
里
市･

小
禄
村
の
編
入
合
併
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
時
は｢

ド
ー
ナ
ツ
合
併｣

と
い
わ
れ
ま
し

た
が
、
経
済･

居
住
地
な
ど
現
実
問
題
か
ら
合
併

話
は
避
け
て
通
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
那
覇
市
と

の
早
期
合
併
を
掲
げ
た

翁お
な
が長
助じ
ょ
せ
い静
の
市
長
当
選

に
よ
り
合
併
へ
の
機
運

が
高
ま
り
、
１
９
５
７

年
12
月
17
日
那
覇
市
と

真
和
志
市
は
合
併
し
、

｢

大
那
覇
市｣

が
誕
生

し
ま
し
た
。

那
覇
市･

真
和
志
市
合
併
60
年
記
念

大
真
和
志

 

〜
戦
後
の
発
展
と
合
併
で
消
え
た
町
〜

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

　
国
宝
尚
家
資
料
12
月
の
特
別
展
示

「
王
国
時
代
の
冬
衣
装
」

■期
12
月
１
日
（
金
）～
26
日
（
火
）

　
年
末
年
始
の
休
館
に
つ
い
て

12
月
28
日（
木
）～
１
月
４
日（
木
）
は
休
館
い

た
し
ま
す
。
休
館
中
に
常
設
展
の
作
品
を
一
部

入
れ
替
え
ま
す
。
年
明
け
後
は
新
た
な
作
品
が

展
示
さ
れ
た
常
設
展
も
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

合併祝賀パレードへの参加を待つ
真和志中学校生

開
館
時
間
10
時
～
18
時
（
入
館
は
17
時
半
ま
で
）

月
曜
休
館 

※
た
だ
し
、
月
曜
休
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
観
覧
料 

一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
２・
３
７
６
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７
６
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FAX

「
那
覇
の
遺
跡
展
」

　
那
覇
市
文
化
財
課
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
・

各
種
公
共
工
事
の
諸
開
発
事
業
等
に
お
い
て
発
見

さ
れ
た
遺
跡
の
発
掘
調
査
、
事
前
に
遺
跡
の
有
無

を
確
認
す
る
た
め
の
試
掘
調
査
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
展
示
会
で
は
６
ヶ
所（
末
吉
村
跡
・

弁
ヶ
嶽
・
ナ
イ
ク
ブ
古
墓
群
・
平
良
橋
・
フ
ク
ヂ

山
古
墓
群
・
旧
当
蔵
水
路
）の
遺
跡
の
調
査
成
果
を

写
真
や
資
料
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
主
催
：
那
覇
市
文
化
財
課
）

■期
12
月
１
日
（
金
）～
17
日
（
日
）

■場
３
階
企
画
展
示
室　

■費
無
料

　
学
芸
員
が
毎
月
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
常
設
展
示
の

解
説
を
い
た
し
ま
す
。
今
月
は
「
荒
焼
の
呼
称
」

と
題
し
、
陶
工
か
ら
の
聞
き
取
り
を
も
と
に
、
荒

焼
の
陶
工
が
そ
れ
ぞ
れ
の
焼
物
を
ど
う
呼
ん
で
い

た
の
か
解
説
い
た
し
ま
す
。

■日
12
月
17
日
（
日
）
10
時
～ 

※
１
時
間
程
度

■費
常
設
展
観
覧
料
が
必
要
（
大
学
生
以
下
無
料
）。

■申
不
要
。
１
階
受
付
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う 

〜
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
〜

　市では、スポーツや芸術、学術などの分野で顕
著な成績を挙げた市内の青少年へ、「那覇市青少
年特別賞」を授与しています。
　今回の表彰者は沖縄尚学高校 3年生の我那覇真
子さんと同校 2年生の前田優歩さん（2017 年度
全国高等学校総合体育大会テニス女子ダブルス優
勝）、同校 2年生の森淑

よしふみ

史さん（珠算世界大会（世
界城市杯）高校生の部優勝）、那覇西高校 2年生
の宮城実

み く

来さん（第 41 回全国高校総合文化祭弁
論部門最優秀賞 /文部科学大臣賞）、城北小学校 6
年生の座波政斗さん（第 8回全日本小学校ボウリ
ング競技大会小学 6年生男子の部優勝）です。

　全国都市の市長や議員らが参加し、共通の課題
や研究事例などについて報告する「全国都市問題
会議」を県立武道館にて、県内で初めて開催しま
した。
　開催市を代表して城間市長は、外国人観光客が
増え観光経済は好調に推移している一方で、中心
市街地では地元市民の足が遠のいているという課
題を報告。観光客も市民も楽しめる第一牧志公設
市場の建替えやのうれんプラザなどの再開発、新
文化芸術発信拠点施設など、那覇のまちの個性を
活かした、新たなまちづくりに取り組んでいくこ
とを報告しました。

なはのホットな話題は市Facebookや LINE＠で

未来へ羽ばたけ！
～那覇市青少年特別賞表彰～

新しい風をつかむまちづくり
～第79回全国都市問題会議～
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　沖縄セルラースタジアム那覇周辺を発着点に開
催したひやみかちなはウォーク2017。約 4,000人
が参加し、景色を楽しみながら、心地よい汗を流
しました。
　普段からウォーキングをしているという60代の
女性は御城上り（うぐしくぬぶい、20km）にチャ
レンジ。「あちこちの給水ポイントで声をかけても
らえたのが励みになり、みんなと一緒だったので頑
張れました」と話しました。
　小さな子どもたちも気軽に参加できる3㎞のコー
スなど、参加者は自分なりの楽しみ方でゴールを
目指しました。

自然や文化に触れながら
～ひやみかちなはウォーク2017～9・10

フクヂ山古墓群

平良橋
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